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基礎学力向上

家庭学習と朝テストを
連動させ、基礎学力と
学習習慣の定着を図る

◎校訓は「自知」、生活信条は「自知、
自律、自発」。駿河湾を見下ろす高台
にある自然豊かな校舎で、野球、サッ
カー、バスケットボール、陸上などの部
活動が活発に活動している。２０１３年
度に静岡市立商業高校と統合・再編し、
静岡県立駿河総合高校となる予定。

国公立大は、静岡大に２人が合格。私
立大は、工学院大、東海大、日本大、
神奈川大などに延べ３９人が合格。短大
は１１人、専門学校には６０人が合格。就
職は、一般企業４２人、公務員１人。

設立

形態

生徒数

1２年度入試合格実績（現役のみ）

1983（昭和58）年

全日制／普通科／共学

１学年約１３０人

住所
　

電話

Web Site

〒422-8017
静岡県静岡市駿河区大谷5762

054-237-5781

指導変革の

成果実践背景

◎生徒指導の徹底と
部活動の活性化によ
り、生徒の荒れは収
まったが、学力向上
が課題となる

変革のステップ

◎「２Ｐノート」と朝テ
ストによる基礎学力の
定着と学習習慣づく
り、表現力育成教材
による表現力などの
向上を図る

◎家庭学習習慣の定
着と共に、下位層を
中心に学力が上向く
ようになる。表現する
力も向上

http://www.edu.pref.shizuoka.jp/
shizuokaminami-h/home.nsf

静岡県立

静岡南高校

にぴー

　
「
10
年
前
と
比
べ
た
ら
別
の
学
校
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
」

　

進
路
課
長
の
菊
地
和
彦
先
生
は
、
過
去
10
年
間
の
静

岡
県
立
静
岡
南
高
校
の
変
化
を
振
り
返
り
、
こ
の
よ
う

に
語
る
。
菊
地
先
生
が
赴
任
し
た
頃
、
同
校
は
生
徒
の

「
荒
れ
」
に
悩
ま
さ
れ
て
い
た
。
容
儀
は
乱
れ
、
問
題

行
動
も
多
く
、
定
員
割
れ
は
恒
常
化
し
て
い
た
。
中
退

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
と
い
う
。

　
「
今
は
入
学
定
員
も
充
足
し
、
特
別
に
手
厚
い
指

導
を
必
要
と
す
る
よ
う
な
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
ま
せ

ん
。
生
徒
の
基
礎
学
力
も
高
ま
り
、
高
校
入
試
の
合

格
最
低
ラ
イ
ン
も
上
が
り
ま
し
た
」（
菊
地
先
生
）

　

改
革
は
７
年
前
、
生
徒
指
導
の
て
こ
入
れ
か
ら
始
ま

っ
た
。
校
則
違
反
者
に
チ
ケ
ッ
ト
を
渡
し
、
そ
の
枚
数

に
応
じ
て
、
担
任
、
学
年
主
任
、
生
徒
課
長
、
教
頭
、

校
長
の
順
に
指
導
が
入
り
、
累
積
12
枚
で
自
宅
謹
慎
と

い
う
措
置
が
取
ら
れ
た
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
推
薦
入
試

の
募
集
定
員
を
増
や
し
、部
活
動
の
活
性
化
を
図
っ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
や
体
育
館
に
活
気
が
生
ま

れ
、
県
大
会
に
出
場
す
る
部
も
現
れ
た
。
更
に
、
管
理

職
が
地
元
の
中
学
校
を
訪
問
し
、
生
徒
指
導
の
成
果
や

学
校
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
で
、
受
験
倍
率
は

徐
々
に
上
向
い
て
い
っ
た
。

　

生
徒
指
導
の
徹
底
と
部
活
動
の
活
性
化
に
よ
り
、
荒

れ
は
徐
々
に
収
ま
っ
て
い
っ
た
。
学
校
が
落
ち
着
き
を

生
徒
指
導
の
徹
底
と
部
活
動
の
活
性
化
で

「
荒
れ
」を
収
め
る
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取
り
戻
し
た
頃
、
次
の
課
題
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て

き
た
の
が
、
基
礎
学
力
の
向
上
だ
っ
た
。

　

き
っ
か
け
は
、
体
育
科
か
ら
の
声
掛
け
だ
っ
た
。
保

健
・
体
育
科
で
３
学
年
主
任
の
高
田
晋
松
先
生
が
赴
任

す
る
数
年
前
、
同
校
は
体
力
向
上
に
力
を
入
れ
始
め

た
。
そ
の
結
果
、
校
内
が
荒
れ
て
い
た
頃
に
は
県
内
で

１
０
０
位
以
下
だ
っ
た
体
力
テ
ス
ト
で
は
、
数
年
で
男

女
と
も
10
位
以
内
に
入
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
体
力
テ
ス
ト
の
成
績
は
、
先
生
方
が
生
徒
指
導

で
努
力
を
重
ね
て
き
た
結
果
、
生
徒
が
教
師
の
指
導

を
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
た

成
果
で
す
。
こ
の
体
力
面
の
向
上
は
、
身
体
的
な
充

実
を
も
た
ら
す
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
健
や
か

な
精
神
や
身
体
で
生
活
す
る
こ
と
は
、
学
習
へ
向
か

う
姿
勢
や
意
欲
に
も
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
体
力

の
向
上
を
土
台
と
し
て
、
学
力
を
高
め
て
い
け
る
と

考
え
ま
し
た
」（
高
田
先
生
）

　

基
礎
学
力
を
高
め
る
た
め
に
生
徒
に
合
っ
た
方
法
は

な
い
か
話
し
合
っ
た
末
、
２
０
０
９
年
度
に
全
学
年
で

始
め
た
の
が
「
２に

Ｐぴ
ー

ノ
ー
ト
」
だ
（
写
真
）。
学
校
が

Ｂ
５
判
ノ
ー
ト
を
支
給
し
、平
日
は
２
ペ
ー
ジ
分
以
上
、

土
日
は
４
ペ
ー
ジ
分
以
上
の
家
庭
学
習
を
課
し
、翌
日
、

担
任
に
ノ
ー
ト
を
提
出
さ
せ
る
と
い
う
取
り
組
み
だ
。

生
徒
１
人
当
た
り
年
間
８
冊
を
目
標
と
し
、
進
路
指
導

室
に
３
０
０
０
冊
の
新
し
い
ノ
ー
ト
を
用
意
し
た
。
こ

の
ノ
ー
ト
を
保
管
す
る
ロ
ッ
カ
ー
の
扉
に
は
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
が
ノ
ー
ト
を
受
け
取
っ
た
日
付
を
記
録
す
る

一
覧
表
が
貼
ら
れ
て
い
る
。
何
冊
目
か
が
ひ
と
目
で
分

か
り
、
生
徒
に
は
大
き
な
励
み
に
な
る
。
１
年
で
10
冊

以
上
を
使
い
き
る
生
徒
も
い
る
と
い
う
。

　

２
Ｐ
ノ
ー
ト
の
重
要
な
目
的
の
１
つ
は
、
家
庭
学
習

習
慣
の
定
着
だ
。
高
校
入
学
段
階
で
家
庭
学
習
習
慣
が

身
に
付
い
て
い
な
い
生
徒
が
多
い
た
め
、
家
庭
学
習
の

方
法
を
伝
え
、「
机
の
前
に
座
り
、
自
宅
で
勉
強
す
る
」

と
い
う
習
慣
を
体
得
さ
せ
る
必
要
が
あ
っ
た
。そ
こ
で
、

４
月
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
で
家
庭
学
習
の
進
め
方
を
伝
え
た

上
で
、
２
Ｐ
ノ
ー
ト
に
取
り
組
ま
せ
る
よ
う
に
し
た
。

　

ノ
ー
ト
は
毎
日
担
任
に
提
出
さ
せ
、
担
任
は
そ
の
日

の
う
ち
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
返
却
す
る
。
優
秀
者
を
表
彰

し
、
努
力
を
た
た
え
る
機
会
を
設
け
、
生
徒
の
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
維
持
し
た
。
提
出
し
て
い
な
い
生
徒
は
放

課
後
に
残
し
て
で
も
取
り
組
ま
せ
、
必
ず
そ
の
日
の
う

ち
に
２
ペ
ー
ジ
分
を
終
わ
ら
せ
る
よ
う
に
指
導
し
た
。

２
学
年
主
任
の
西
川
聖
美
先
生
は
言
う
。

　
「
表
彰
に
よ
り
、
生
徒
の
意
欲
が
高
ま
る
と
共
に
、

頑
張
っ
て
い
る
友
だ
ち
を
認
め
る
雰
囲
気
も
生
ま
れ

ま
し
た
。
部
活
動
で
活
躍
す
る
生
徒
、
２
Ｐ
ノ
ー
ト

で
頑
張
る
生
徒
、
そ
れ
ぞ
れ
が
認
め
合
う
こ
と
で
切

磋
琢
磨
す
る
雰
囲
気
を
つ
く
り
た
い
と
思
い
ま
す
」

静
岡
県
立
静
岡
南
高
校

西
川
聖
美　
に
し
か
わ
・
き
よ
み

教
職
歴
26
年
。同
校
に
赴
任
し
て
８
年
目
。２
学
年
主
任
。

「
他
者
を
思
い
や
る
優
し
さ
、
困
難
に
立
ち
向
か
う
た
く

ま
し
さ
を
持
つ
生
徒
を
育
て
た
い
」

写真　英語と数学の学習をした「２Ｐノート」。途中式などでスペー
スを取る数学のような教科は、平日でも４ページを必須としている

静
岡
県
立
静
岡
南
高
校
（
２
０
１
２
年
４
月
か
ら

静
岡
県
立
三
島
南
高
校
に
勤
務
）

菊
地
和
彦　
き
く
ち
・
か
ず
ひ
こ

教
職
歴
24
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
10
年
目
。
進
路
課
長
。

「
前
例
や
慣
習
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
に
対
応
し
た
い
」

静
岡
県
立
静
岡
南
高
校

高
田
晋
松　
た
か
だ
・
し
ん
ま
つ

教
職
歴
18
年
。同
校
に
赴
任
し
て
４
年
目
。３
学
年
主
任
。

「
学
年
主
任
と
し
て
、
先
生
や
生
徒
が
力
を
出
し
切
れ
る

よ
う
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
」

体
力
面
の
向
上
は

学
び
の
姿
勢
や
意
欲
に
つ
な
が
る

＊プロフィールは２０１２年３月時点のものです

頑
張
っ
た
生
徒
の
表
彰
が

意
欲
と
互
い
を
認
め
合
う
雰
囲
気
を
育
む
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静岡県立　静岡南高校指導変革の

　

２
Ｐ
ノ
ー
ト
に
よ
る
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
は
、
確

実
に
進
ん
で
い
る
。
看
護
の
専
門
学
校
に
進
学
し
た
卒

業
生
か
ら
は
、「
看
護
の
勉
強
は
大
変
だ
け
れ
ど
、
２

Ｐ
ノ
ー
ト
で
学
習
習
慣
が
身
に
付
い
て
い
た
の
で
授
業

に
つ
い
て
い
け
る
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
卒
業

後
も
、２
Ｐ
ノ
ー
ト
を
続
け
て
い
る
者
も
い
る
と
い
う
。

生
徒
自
身
が
効
果
を
実
感
し
、
自
立
的
な
学
び
を
実
現

し
て
い
る
こ
と
は
、
保
護
者
に
も
大
き
な
喜
び
と
な
っ

て
い
る
。「
う
ち
の
子
が
、
毎
日
机
に
向
か
っ
て
勉
強

を
し
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
、
保
護
者
か
ら
の
驚
き
と

感
謝
の
声
が
学
校
に
届
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

　
「
家
で
学
習
し
て
い
な
か
っ
た
生
徒
で
も
、
教
師

が
あ
る
程
度
の
形
ま
で
導
く
こ
と
で
、
家
庭
学
習
習

慣
が
身
に
付
く
こ
と
を
、
２
Ｐ
ノ
ー
ト
を
通
し
て
証

明
で
き
ま
し
た
。
生
徒
の
学
力
向
上
に
成
果
が
出
た

の
は
も
ち
ろ
ん
、
我
々
教
師
に
と
っ
て
も
大
き
な
自

信
に
な
り
ま
し
た
」（
高
田
先
生
）

　

２
Ｐ
ノ
ー
ト
の
学
習
内
容
は
基
本
的
に
生
徒
に
任
さ

れ
て
い
る
が
、
学
年
に
よ
っ
て
は
特
定
の
テ
ー
マ
に
沿

っ
て
課
題
を
出
す
こ
と
も
あ
る
。
例
え
ば
、
２
年
生
で

は
読
解
力
や
表
現
力
を
付
け
る
た
め
、
週
末
は
新
聞
記

事
を
活
用
し
た
課
題
と
し
た
。
新
聞
の
社
説
な
ど
の
文

章
の
書
き
写
し
、
用
語
調
べ
、
感
想
と
要
約
、
タ
イ
ト

ル
を
付
け
る
と
い
っ
た
内
容
だ
。

　

現
在
、多
く
の
生
徒
が
取
り
組
む
の
が
「
朝
テ
ス
ト
」

対
策
だ
。
２
Ｐ
ノ
ー
ト
が
軌
道
に
乗
り
、
生
徒
に
学
習

習
慣
が
付
い
て
き
た
10
年
度
に
始
め
ら
れ
た
も
の
だ
。

　
「
朝
テ
ス
ト
は
、
よ
り
目
的
意
識
を
持
っ
て
家
庭

学
習
に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
た
め
に
始
め
ま
し
た
。

生
徒
は
、
朝
テ
ス
ト
で
高
得
点
を
取
り
た
い
と
頑
張

っ
て
２
Ｐ
ノ
ー
ト
に
取
り
組
み
、
そ
の
結
果
、
朝
テ

ス
ト
で
良
い
点
が
取
れ
て
学
習
内
容
が
定
着
し
、
更

に
次
の
学
習
意
欲
に
つ
な
が
る
と
い
う
好
循
環
が
生

ま
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
し
た
」（
高
田
先
生
）

　

朝
テ
ス
ト
は
、
国
語
、
数
学
、
英
語
の
基
礎
問
題
が

中
心
だ
。
た
だ
し
、
３
年
生
は
就
職
試
験
に
向
け
た
一

般
常
識
問
題
と
い
う
よ
う
に
、
学
年
や
時
期
に
応
じ
て

テ
ー
マ
を
変
え
て
い
る
。
11
年
度
の
１
年
生
１
学
期
に

は
、
生
徒
が
苦
手
な
英
語
の
不
規
則
動
詞
だ
け
で
朝
テ

ス
ト
を
続
け
て
行
っ
た
。
実
施
す
る
の
は
月
曜
、火
曜
、

水
曜
だ
。
週
末
に
部
活
動
の
試
合
が
多
い
た
め
、
負
荷

を
考
慮
し
、
木
曜
、
金
曜
は
朝
読
書
と
し
た
。

　

問
題
は
初
級
・
中
級
・
上
級
と
３
種
類
あ
り
、
月
曜

に
初
級
に
合
格
し
た
ら
火
曜
は
中
級
、
そ
れ
も
合
格
し

た
ら
水
曜
に
上
級
を
受
け
る
。
合
格
し
な
け
れ
ば
、
合

格
す
る
ま
で
同
じ
級
の
問
題
を
水
曜
ま
で
受
け
続
け

る
。
同
時
に
３
つ
の
レ
ベ
ル
の
テ
ス
ト
を
行
う
た
め
、

テ
ス
ト
用
紙
に
も
工
夫
を
凝
ら
し
た
。
Ａ
３
判
の
用
紙

に
初
級
３
つ
、
中
級
２
つ
、
上
級
１
つ
の
テ
ス
ト
問
題

を
印
刷
し
折
り
畳
ん
で
使
う
（
図
）。

　

12
年
度
は
こ
の
方
式
を
変
え
、
朝
テ
ス
ト
の
週
、
朝

読
書
の
週
と
、
週
替
わ
り
と
す
る
予
定
だ
。
昨
年
ま
で

の
総
括
か
ら
、朝
テ
ス
ト
が
週
３
日
で
は
中
途
半
端
で
、

学
習
内
容
が
思
う
よ
う
に
定
着
し
な
か
っ
た
た
め
だ
。

年
度
ご
と
に
、
取
り
組
み
の
効
果
の
検
証
や
指
導
法
の

見
直
し
を
行
い
、
改
善
を
図
る
こ
と
も
、
取
り
組
み
を

形
骸
化
さ
せ
な
い
た
め
に
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

　

07
年
度
に
は
、
学
力
の
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
ベ

ネ
ッ
セ
の「
実
力
診
断
テ
ス
ト
」（
＊
１
）を
導
入
し
た
。

11
年
度
の
３
年
生
は
、
こ
の
テ
ス
ト
を
学
力
向
上
策
と

し
て
も
活
用
し
て
き
た
。
徹
底
し
た
の
は
テ
ス
ト
前
の

表面には初級、中級、初級、裏面には初級、中級、上級の問題を載せ、１週
間分の問題をプリント１枚にまとめている。３つ折りにして使う
＊学校資料を一部加工の上、掲載

３年生の「朝テスト」表面図

朝
テ
ス
ト
で
２
Ｐ
ノ
ー
ト
へ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め
る

成
績
下
位
層
へ
の
指
導
を
手
厚
く
し

学
校
全
体
の
学
力
を
底
上
げ

＊１　ベネッセの「進路マップ」の教材の１つで、１・２年生を対象にした記述式テスト。幅広い学力
層に対応する出題内容となっている　

＊２　生徒の学力到達度を＜S＞～＜D＞のゾーンで示す、ベネッセの学力指標。D３は、「基礎・
基本養成レベル」を指す

＊３　ベネッセの「進路マップ」の教材の１つで、進路について考えを深めることが出来るワークノート 30June 2012
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補
習
だ
。
教
科
ご
と
に
前
回
の
テ
ス
ト
で
Ｄ
３（
＊
２
）

だ
っ
た
生
徒
に
対
し
て
補
習
を
行
い
、
基
礎
学
力
が
い

か
に
大
切
か
を
説
明
し
て
励
ま
し
た
。
そ
し
て
、
教
科

ご
と
に
テ
ス
ト
の
重
要
ポ
イ
ン
ト
の
解
説
と
演
習
を
行

い
、
実
戦
力
を
高
め
た
。

　
「
成
績
下
位
層
の
生
徒
を
徹
底
的
に
鍛
え
上
げ
、

学
校
全
体
の
学
力
の
底
上
げ
を
図
り
た
い
と
考
え
ま

し
た
。
そ
の
分
、
成
績
上
位
層
に
は
物
足
り
な
い
思

い
を
さ
せ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
今
後
は
、
下

位
層
の
学
力
を
底
上
げ
し
つ
つ
、
上
位
層
の
学
力
を

引
き
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
菊
地
先
生
）

　

実
力
診
断
テ
ス
ト
は
学
年
を
追
う
ご
と
に
出
題
範
囲

が
広
く
な
る
た
め
、
日
々
の
学
習
に
よ
り
学
習
内
容
が

定
着
し
て
い
な
け
れ
ば
Ｄ
３
の
生
徒
が
増
え
る
。
と
こ

ろ
が
、こ
の
学
年
で
は
、Ｄ
３
は
増
え
ず
、「
国
公
立
大
・

中
堅
私
立
大
可
能
レ
ベ
ル
」
の
Ｂ
ゾ
ー
ン
の
生
徒
が
若

干
増
加
し
た
。

　
「
こ
の
学
年
は
、
１
日
の
家
庭
学
習
の
平
均
時
間

が
２
Ｐ
ノ
ー
ト
の
時
間
も
含
め
て
、
１
年
生
の
時
は

１
０
０
分
で
し
た
が
、
３
年
生
で
は
１
４
０
分
ま
で

伸
び
ま
し
た
。
２
Ｐ
ノ
ー
ト
を
交
換
日
記
の
よ
う
に

使
っ
て
生
徒
と
担
任
が
交
流
し
た
り
、
テ
ス
ト
前
の

補
習
を
こ
ま
め
に
行
っ
た
り
し
て
、
教
師
が
徹
底
的

に
手
を
掛
け
た
こ
と
が
、
家
庭
学
習
習
慣
の
定
着
に

結
び
付
い
た
の
だ
と
思
い
ま
す
」（
西
川
先
生
）

　

生
徒
の
頑
張
り
に
教
師
が
応
え
る
こ
と
で
学
年
全
体

の
意
欲
も
更
に
高
ま
る
と
い
う
好
循
環
が
生
ま
れ
、
生

徒
の
学
力
向
上
と
学
習
習
慣
の
定
着
を
促
し
て
い
る
。

　

就
職
希
望
者
も
多
い
同
校
で
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
能
力
や
表
現
力
の
育
成
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

技
術
力
や
資
格
取
得
と
い
う
面
で
は
、
専
門
高
校
に
勝

る
こ
と
は
難
し
い
。
そ
の
分
、
基
礎
学
力
と
、
社
会
を

生
き
抜
く
た
め
に
不
可
欠
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
な
ど
を
高
め
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
だ
。

　
「
若
者
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
低
下
は
、

ど
の
企
業
も
痛
切
に
感
じ
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。
生
徒
が
希
望
の
就
職
を
実
現
さ
せ
、
そ
の
後
も

社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
や
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
も
重
要
だ
と
捉
え
て

い
ま
す
。
本
校
は
３
年
間
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
計
画

を
立
て
て
お
り
、
学
習
と
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
両
輪
で

進
め
る
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
」（
菊
地
先
生
）

　

生
徒
に
は
、
２
Ｐ
ノ
ー
ト
を
も
ら
う
時
に
生
徒
番
号

と
名
前
を
言
う
よ
う
に
指
導
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
日

常
生
活
で
の
意
識
付
け
に
加
え
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
や
表
現
力
を
体
系
的
に
高
め
る
た
め
に
、「
総

合
的
な
学
習
の
時
間
」
で
ベ
ネ
ッ
セ
の
教
材
を
活
用
し

て
い
る
。
１
年
生
で
は「
高
校
生
の
キ
ャ
リ
ア
ワ
ー
ク
」

（
＊
３
）を
用
い
て
、「
好
き
嫌
い
か
ら
見
え
る
自
分
」「
過

去
・
現
在
・
未
来
の
自
分
」
な
ど
の
課
題
に
取
り
組
む
。

２
年
生
で
は
「
表
現
サ
ポ
ー
ト
」（
＊
４
）
を
用
い
て
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
や
表
現
方
法
を
学
ぶ
。
３

年
生
で
は
大
学
や
就
職
の
志
望
理
由
を
考
え
さ
せ
、
進

路
実
現
へ
結
実
さ
せ
る
。

　
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
集
大
成
と
な
る
の
は
、

３
年
生
で
の
卒
業
研
究
だ
。
研
究
テ
ー
マ
は
自
由
で
、

趣
味
や
好
き
な
こ
と
、
進
学
先
で
学
ぶ
内
容
、
就
職
先

の
企
業
の
紹
介
で
も
構
わ
な
い
。
２
学
期
を
通
し
て
取

り
組
み
、
12
月
に
ク
ラ
ス
で
１
人
１
〜
２
分
間
で
発
表

す
る
。
11
年
度
の
３
年
生
で
は
、
各
ク
ラ
ス
で
選
ば
れ

た
代
表
５
人
が
学
年
集
会
で
発
表
し
た
。

　
「
２
学
期
に
は
進
路
が
決
ま
る
３
年
生
も
多
い
の

で
、
学
習
意
欲
を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
卒
業
研
究
に

取
り
組
ま
せ
ま
し
た
。
会
社
で
ど
の
よ
う
に
働
く
の

か
、
進
学
先
で
何
を
勉
強
す
る
の
か
を
考
え
る
き
っ

か
け
と
し
、
皆
の
前
で
発
表
す
る
こ
と
で
表
現
力
や

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
少
し
で
も
高
め
て
ほ

し
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
の
内
容
か
ら
は
、
生
徒
が

調
べ
る
力
と
表
現
す
る
力
を
し
っ
か
り
身
に
付
け
て

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
」（
高
田
先
生
）

　

同
校
は
、
13
年
度
に
静
岡
市
立
商
業
高
校
と
統
合
・

再
編
し
、
静
岡
県
立
駿
河
総
合
高
校
と
し
て
再
ス
タ
ー

ト
す
る
。
最
後
の
卒
業
生
と
な
る
２
年
生
の
学
年
主
任

を
務
め
る
西
川
先
生
は
次
の
よ
う
に
語
る
。

　
「
今
後
の
課
題
は
、
成
績
上
位
層
を
引
き
上
げ
つ

つ
、
成
績
下
位
層
の
生
徒
の
進
路
実
現
を
図
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
本
校
の
校
訓
と
生
活
信
条
を
し

っ
か
り
身
に
付
け
て
社
会
に
送
り
出
す
の
が
目
標
で

す
。
進
路
実
現
に
向
か
っ
て
努
力
し
、
静
岡
南
高
校

の
最
後
の
生
徒
と
し
て
、
誇
り
を
持
っ
て
卒
業
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

最
後
の
卒
業
生
と
し
て

有
終
の
美
を
飾
ら
せ
た
い

＊４　ベネッセの小論文・表現学習教材。書くことを通して、高校生の「考え、表現する力」を育成することを目指している。希望
進路によって、２つのタイプがある31 June 2012

http://benesse.jp/berd/
http://benesse.jp/berd/center/open/kou/view21/2010/12/index.html
http://benesse.jp/berd/center/open/kou/index.shtml



